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論文要旨 

 

１．問題意識 

本研究は、近代という歴史背景と、東西文明の衝突という思想的背景の下で、夏目漱石・

魯迅と日本の自然主義文学との葛藤という側面に光を当て、日中両国の近代文学の比較研

究を試みたものである。本研究の問題意識を具体的にいうと以下のとおりである。 

1840 年のアヘン戦争と 1853 年の黒船来航により、中国と日本は近代化の道を進むことを

余儀なくされ、いわゆる「外発的」（夏目漱石）な開化の道を辿ることとなった。ところが、

かの日清戦争という時点で、中国は日本より近代化が遅れていたといわざるを得ない。一

体、中日両国が、西洋から流れ込んだ近代思想と文化を、いかに吸収し、いかに消化して

各自の成長を遂げていったのか。 

そこで、このことを考察する手段の一つとして、両国の近代文学の比較が必要不可欠で

はないか、と私は思う。なぜなら、時代の先頭に立つ知識人が、西洋の近代思想を受容す

る際に、そしておのれの思想を国民のレベルにまで浸透させる際に、文学はいずれも、当

時としては非常に重要な方法であったからである。 

実は、日清戦争後、実学を目的として清朝政府によって派遣され、日本に留学に来た青

年が数多くいた。その中から、まもなく文学に転向した人物が少なからず現れた。魯迅（1881

－1936）と郁達夫（1896－1945）はその中の代表者である。しかし、郁達夫が日本の自然

主義文学とその後身とも言われる私小説に心酔していたのに対して、自然主義文学の全盛

期に文学を志した魯迅は、むしろ非自然主義文学者である夏目漱石（1867－1916）の文学

に心を傾けていた。 

今日の中国では、郁達夫文学は読み直される傾向を見せているが、その影響力は、魯迅

文学には及び難い。一方、日本では、漱石、武者小路、プロレタリア文学等の、非自然主

義の文学が形式や内容を変容させてきた中、自然主義―私小説系統の文学が、明治後期以

来の文学の主流の一つであることは、誰も否定できない。 

このような中国と日本の文学史における自然主義に関する相違は、見方にもよるが、上

に述べた両国の近代思想受容の相違に根源するのではないか、と私は思う。となると、「個

人」をあくまで追求していた日本の自然主義文学――本研究では田山花袋（1871－1930）

文学を主に扱った――とそれに影響された郁達夫文学を背景として、魯迅と漱石の文学を

比較することは、文学の域に止まらず、両国の伝統文化、国民性、社会問題及び個人倫理

などの方面にも関連するものであり、実に研究に値するものであるといっていい。 

 

２．先行研究 

 本研究では、夏目漱石と魯迅の比較を中心とするため、この二作家に関する先行研究を

次の三項目に分けて記す。日本の自然主義文学と郁達夫文学に関する先行研究については、

本研究の第三章と第五章で記したが、ここでは略す。 
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２.１. 日本における漱石文学の研究 

 今日の漱石研究は到底読みきれないほどある。その中で、もっとも重要な位置を占めて

いるのは、小宮豊隆（1884－1966）と江藤淳（1932－1999）の研究である。 

 小宮豊隆は、『夏目漱石』（上・中・下三部、岩波書店、1938 年）をはじめ、『漱石 寅彦 

三重吉』（岩波書店、1942 年）、『漱石の芸術』（岩波書店、1942 年）などの著書を出版し、

1917 年から刊行された『漱石全集』（岩波書店）にも全力を挙げて取り込んだ。その中で、

漱石研究における小宮豊隆の最も顕著な仕事は、漱石が「修善寺大患」を契機として、「人

と芸術とは、より良く、より東洋的に、急激に変化」し「後年の則天去私の人生観」（「夏

目先生小記」）を成した、という「則天去私」説を確立させたところにある。 

江藤淳の漱石研究は、1953 年『三田文学』に連載し 1956 年に出版した『夏目漱石』（東

京ライフ社）に始まり、1975 年の『漱石とアーサー王伝説 「薤露行」の比較文学的研究』

（東京大学出版会）をはさみ、集大成作『漱石とその時代』（全五巻、新潮社、1970～99 年）

に至った。従来の漱石研究、特に小宮豊隆の「則天去私」説に対する江藤淳の批判精神は、

早くも早期代表作の『夏目漱石』の第一章「漱石神話と『則天去私』」から遺憾なく顕にな

っている。その中で江藤淳は、「漱石に関する神話は多いが、その最も代表的なものは『則

天去私』神話である」と漱石がすでに神格化されている現実を指摘し、さらに「最も熱心

な『則天去私』の祖述者である小宮豊隆の『夏目漱石』」を取り上げ、その結論として「漱

石の偉大さがあるとすれば、それは漱石が特別な大思想家だったからでも、『則天去私』に

悟達したからでもなく、漱石の書いたものが文学であり、その文学の中には、稀に見る鋭

さで把えられた日本の現実があるからである」と画期的な漱石像を打ち出し、後の漱石論

の方向を決定しているといえよう。 

日本における漱石研究は、同世代の人々より後の世代の小宮豊隆等に至り、また戦後の

江藤淳より今日に至って、早くも爛熟しているといってよいのであろう。 

近年において、石原千秋と小森陽一の研究は特に注目を集めている。両氏編著『漱石研

究』（全 18 巻、幹林書房、1993～2005 年）は現代漱石研究を幅広く紹介し、新たな成果を

掲載している。さらに、島田雅彦『漱石を書く』（岩波書店、1993 年）は、「刺激を受けた

もの」として 4 冊の著書をあげている。それに対して、私も同感であるため、ここに記す

ことにする。それは、桶谷秀昭『夏目漱石論』（河出書房新社、1972 年）・蓮實重彦『夏目

漱石論』（青土社、1978 年）・大岡昇平『小説家夏目漱石』（筑摩書房、1988 年）・柄谷行人

『漱石論集成』（第三文明社、1992 年）の 4冊である。 

一方、現在の漱石研究は、単一の作品に集中して議論を深化するもののほか、文学以外

の域に達する論もあるし、外国人研究者の成果も多く、多彩な局面を迎えている。例えば、

幕府役人の子孫でありながら、日露戦争後の時代の寵児である漱石の「哀傷」をその文学

を通じて捉えようとした平岡敏夫『漱石――ある佐幕子女の物語』（おうふう、2000 年）、

およびつい昨年に出版された、『坊ちゃん』と日本アニメーションの名作である「トトロ」、

「ドラえもん」とを母性の視点から比較を行った山下聖美『一〇〇年の坊ちゃん』（D 文学
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研究会、2007 年）や、あえて客観的視点を捨て、個人的な情熱を遮らないダミアン・フラ

ナガン（英）著、大野晶子訳『世界文学のスーパースター――夏目漱石』（講談社インター

ナショナル、2007 年）などがあげられよう。 

 

２.２.日中両国における魯迅文学の研究 

 中国では、1918 年発表した小説「狂人日記」をはじめ、魯迅の作品に関する評論は枚挙

に暇がないほどある。その中で、魯迅の中国近代文学史における第一人者の地位を定着さ

せたのは、中華人民共和国の初代主席毛沢東（1893－1976）にほかならない。そして、1966

年から 10年間も続いた文化大革命を経、魯迅はさらに神格化されるようになった。しかし

近年になって、改革開放後の思想自由化思潮の浸透が目立ち、以前の権威に対する過剰な

反発が原因か、魯迅は故意に担ぎ上げられた権威の一つとして、散発的に批判を受けてい

ることも無視できない。 

日本では、魯迅の作品は、井上紅梅の小説集『吶喊』と『彷徨』の全訳『魯迅全集』（全

一巻、1932 年）、佐藤春夫と増田渉共訳の『魯迅選集』（岩波書店、1935 年）、改造社によ

る『大魯迅全集』（全七巻、1936 年）、竹内好・松枝茂夫・増田渉共訳の『魯迅選集』（全十

三巻、岩波書店、1956 年）、竹内好の『魯迅文集』（全六巻、筑摩書房、1976 年）、全面的

かつ最新の資料を用いた魯迅作品集『魯迅全集』（学習研究社、1984 年）を通じて、以前か

ら広く読まれてきた。さらに、藤井省三『東京外語支那語部――交流と侵略のはざまで』（朝

日新聞社、1992 年）によると、日本が世界で始めて魯迅を紹介していたという。魯迅が日

本で紹介されてから、日本における魯迅研究は、第二次世界大戦戦前の宣教師・教育家清

水安三（1891－1988）の紹介、戦時中及び戦後の、中国文学者・評論家竹内好（1910－1977）

研究と丸山昇の研究などを経て今日に至った。特に竹内好は、著書『魯迅』（河出書房、1944

年）、及び翻訳『魯迅評論集』（岩波書店、1953 年）、『魯迅作品集』（筑摩書房、1953 年）

を世に送り、その、魯迅研究を通じて日本の近代社会を批判するという方法によって、後

に「竹内魯迅」といわれる独特な魯迅論を形成している。 

 

２.３.漱石と魯迅の比較研究 

 1976 年に出版された平川祐弘『夏目漱石：非西洋の苦闘』（新潮社）は「魯迅と漱石」と

いうテーマの先行研究として知られている。その中で、平川は、先進国での留学と外国人

先生からの温情という、漱石と魯迅がともに有する人生体験、及び魯迅が「クレーグ先生」

を翻訳していた事実から推論して、漱石の「クレーグ先生」と魯迅の「藤野先生」との影

響関係を指摘している。さらに、翌年の檜山久雄『魯迅と漱石』（第三文明社）は、この領

域において最も早く出版された研究書であり、漱石の『夢十夜』と魯迅の詩集『野草』と

の比較も含んでいる。 

1980 年代以降、藤井省三は、力作『ロシアの影――夏目漱石と魯迅』（平凡社、1985 年）

を出した。さらに、日本人研究者の柴崎信三は、研究対象を時代背景と緊密に結び付けて
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『魯迅の日本漱石のイギリス ――「留学の世紀」を生きた人びと』（日本経済新聞社、1999

年）を出している。1990 年代に入ると、中国人研究者たちは、この「漱石と魯迅」の比較

研究の領域に足を入れ始めた。林叢の『漱石と魯迅の比較文学研究』（新典社、1993 年）と

李国棟の『魯迅と漱石 : 悲劇性と文化伝統』（明治書院、1993 年）はその成果である。 

 21 世紀に入ると、多くの作品論が現れた。李国棟の『魯迅と漱石の比較文学的研究 : 小

説の様式と思想を軸にして』（明治書院、2001 年）、潘世聖の『魯迅・明治日本・漱石 : 影

響と構造への総合的比較研究』（汲古書院、2002 年）、欒殿武の『漱石と魯迅における伝統

と近代』（勉誠出版、2004 年）はそれである。 

 

３．研究方法 

 日中両国の近代文学の独立性における相異に反映されるかのように、文学研究と作家研

究を別問題として扱う日本の文学研究が少なからずあり、そして、文学と時代との関連に

おいても研究者たちの関心がやや薄れているような印象を私は受けている。一方、中国の

文学研究は、作品内部に立ち入って考察するものが未だに少なく、もっぱら文学者の歴史

的地位と文学の実用性と宣伝性に注目するものが多いように思われる。要するに、日本の

文学研究を通じては近代文学の全体像が容易に把握し難い一方、中国の文学研究を読むと、

近代文学の輪郭は伺えても、個々の作品については模糊としている、ということである。 

 このような両国の文学研究の状況を受け、本研究では、時代と文学との影響関係という

マクロ的枠組みの中で日中両国の近代文学の誕生と相互的影響関係を探り、さらに、「青年

像」、「女性像」、「個人と国家・社会」という、日本の自然主義文学と非自然主義文学の双

方に見られるキーワードに即し、夏目漱石、田山花袋、魯迅、郁達夫の作品を立ち入って

考察・比較した。そして、それによって漱石と魯迅の文学と思想の共通点にせまった。 

 

４．各章の要約 

本研究は序章と終章を別とすれば、二部九章より構成される。各章の概略は以下のとお

りである。 

序章では、本研究の問題意識、先行研究、研究方法及び論文の構成を述べた。 

第Ⅰ部は、三つの章で構成される。 

第一章では、アヘン戦争と黒船来航以後の中国と日本の近代史を扱い、日中両国の近代

文学の歴史的背景を考察した。 

第二章では、厳復と福沢諭吉を中心に両国の近代思想史を概観し、梁啓超と坪内逍遥を

発端とする両国の近代文学史の流れを把握し、両国近代文学の誕生を促す時代背景を考察

した。 

第三章では、日本自然主義文学の誕生と変遷、つまり日本の自然主義文学者たちは、如

何にしてヨーロッパの自然主義文学を継承したのか、如何にしてそれを「私小説」へ変遷

させていったのか、という文学史的流れを述べた。そして、その源流であるフランス自然
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主義文学についても簡単に紹介した。 

第Ⅱ部は、第四章から第九章までである。 

第四章では、夏目漱石と魯迅の接点について考察し、魯迅と周作人の漱石受容について

比較した。 

第五章では、郁達夫の「沈倫」（1921 年）をとりあげて、日本の自然主義文学の影響を受

けた中国文学の中の青年像を把握し、その特性を明らかにした。一方、魯迅の『故郷』（『新

青年』第九巻第一号）と漱石の『野分』（1907 年）などの作品の分析を通じて、閉塞した時

代の中で、両作家における自国の青年たちに対する似通った感情を検討した。 

第六章では、比較文学論として、田山花袋の『蒲団』・『妻』に照らし、漱石の『それか

ら』・『門』と魯迅の『傷逝』における二作家の恋愛観と女性観の共通点を見出そうとした。

さらに、漱石と魯迅のイプセン受容について比較した。 

第七章では、田山花袋の『重右衛門の最後』（「アカツキ叢書」、1902 年）の主人公藤田重

右衛門をとりあげて、漱石の「趣味の遺伝」（『帝国文学』、1916 年 1月号）と魯迅の『孔乙

己』（『新青年』第四巻第六号）の主人公と比較した。周囲の人に殺された重右衛門の死を

「自然の発展」に帰して描いた花袋に照らし、伝統と社会に真正面から向かった漱石と魯

迅の共通点を浮き彫りにした。 

第八章では、比較思想論として、西洋文明の受容という視点から、漱石の「自己本位」

と田山花袋の『露骨なる描写』（『太陽』、1904 年 2月号）との比較によって、漱石と魯迅の

共通点を探った。 

第九章では、魯迅の「藤野先生」（1926 年）の誕生について迫ろうとした。これは先行研

究を補足するものである。 

終章では、本研究の全体を見渡し、日中両国近代文学史がともに有する、自然主義文学

と非自然主義文学との葛藤を比較し、両国の近代文学の異同を探った。最後に、時代と文

学、日本の自然主義文学と非自然主義文学との葛藤、漱石と魯迅の文学と思想の共通点と

いう三つの面について結論を述べた。簡単にまとめると、以下のとおりである。 

 時代と文学との関連については、まず前者が後者を生むという関係にある。そして、時

代と文学の間には、文学者という存在が介在している。その文学者の出身、教育、体験、

環境、思想、動機など、さまざまな条件によって、文学の形式と内容が決定される。逆に

いうと、文学は文学者のこれらの特性を反映し、大きくいうと、同時代の文学には、その

時代が映っている。 

 つぎに、時代と文学との関連を日中両国の近代文学に即して具体的に比較し、次の結論

を得た。比較的に安定した日本と激動した中国との時代・社会状況、および近代文学の代

表的先駆者である純文学者坪内逍遥と政治家梁啓超との個人差によって、日本では文学の

独立性と技巧性が重んじられる傾向を示し、文学者の社会地位も上がっていく一方、中国

では文学の実用性＝能動性が最初から重要視されてきたという点である。 

 さらに、日本の自然主義文学と非自然主義文学との葛藤・相異についていえば、日本の
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自然主義文学者の多くは、生涯自然主義を徹底し、私生活を破壊してでも文学を優先させ

ていたのに対して、漱石は、己の思想を伝えるためには、文学の形式や主義に拘泥せず、

絶えず新境地を切り開いていた。 

最後に、夏目漱石と魯迅の文学と思想の共通点については、魯迅が漱石から受けた影響

は、文章表現にも見えるが、社会を冷静に分析する際の「余裕」と社会批判に重点が置か

れていると私は考えた。文学それ自体を目的としなかった文学者として夏目漱石と魯迅を

捉え、その文学の底流にある倫理観を中心とする思想に主に注目すべきであると分析した

のである。 

 

５．将来の研究課題 

 日本文学についていえば、『蒲団』（1907 年）以降の花袋や『新生』（1918－19 年）以降

の藤村に始まり、葛西善蔵等の奇跡派同人によって継承された自然主義系統の私小説に関

して研究を進めたい。 

中国文学についていえば、独立性がやや欠けている近代文学と、多岐にわたり多様化す

る現代文学との間には、どのような関係で結ばれているのか。つまり、歴史の流れからみ

ると、中国近代文学は、現代文学の生みの親であるはずだが、両方の顔付きがあまりにも

異なっているため、近代以来の中国文学は、どのように止揚・発展されてきたのか、とい

う課題に挑戦したい。 
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176.李国棟『魯迅と漱石の比較文学的研究―小説の様式と思想を軸にして―』明治書院、

2001 年 
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178.魯迅『魯迅全集』全 20巻、学習研究社、1986 年 

179.魯迅・東北大学留学百周年史編集委員会編『魯迅と仙台』東北大学出版会、2004 年 
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5. 陸文采「従子君到莎菲――浅談『新女性』的芸術形象及其美学価値」『魯迅研究』第 13
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10. 郭文友『千秋飲恨――郁達夫年譜長編』四川人民出版社、1996 年 

11. 況浩林『簡明中国近代経済史』中央民族学院出版社、1989 年 
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